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巻 頭 言
9月の連休前日のことだったと思いますが､岡山大学教育学部附属小学校にご勤務の鈴木隆幸先生
から ｢本学会長の黒崎東洋郎教授の紹介で､会乾の巻顕言を番いてほしいO｣との連絡がありました｡
この時､日中教育交流協愁会 10周年記念行事の1つですが､上海市内にある紅楠迎賓館でおこなわ
れる上海市人民対外友好協会主催の歓迎会で行う､横拶の準備に追われていたのです｡1臥し順 尚等学
校芸術文化連盟は､上海市にある甘泉外国語中学と韓国のソウル市にある徳脱芸術高等学校と､交互
に交流会を行っています｡今年は甘泉外国語中学と交流する予定でしたが､新型インフルエンザの影
響で､中止としましたDそこで交流会継続のお願いのために､歓迎会の場で直接甘泉外国語LP学の関
係者とお会いすることになったのです｡(連休中ではありましたが､インフルエンザの感染が気がかり
で､歓迎行事を済ませ､次の日に帰国しましたD)そこへこの芯話です｡｢黒崎先生の紹介で｣という
,殺し文句に弱いものですから､引き受けてしまいよしたQ痛等学校関係の研究原稿がない状態の会誌
の ｢巻頭言｣をです - ･
高校 (現在の勤務校)時代を振り返ったとき､できの怨い生徒でしたが､数学は好きな教科でした｡
中でも積分分野に大変RL味を持ちました｡理論は後回しにして､とにかく積分計算で面積や剛転休の
休耕を求めることができたとき､大変得居になっていたことを思い出します｡大学に入学してもこの
分野をより深化させようと思いましたD坂田性先生との出会いがありました｡授菓中少し身構えてい
たU)ですが､坂田先生は穏やかな口調で､しかも生徒の目線で大変分かりやすい授業を壌伸してくだ
さいましたU卒其論文の作成のときも大変お世話になりましたO日本階で<なけば50ページ以上必要
ですが､英語で懸けば10ページ以上でよかったのです.｡横着な私は当然後者を選びましたOテーマ
は ｢チェザロの確散級数給｣｡なかなか進まない私達 (宇取脚という相棒がおりました｡現在竹枝小串
校長｡)のために､夜遅くまで熱心にご指導を頂きましたO坂田先生の ｢教育者としてのあり方 ･先JiG
の施牛方への対応の仕方 ･生徒への思いやり｣は､私の目に焼き付いていましす.
7月4日 (土)鎌倉で坂田先生とお会いするJirが出来ました｡是非お会いして､先生に直接報告を
したいと思っていましたL長い間お会いしていなかったので､いろいろと話が弾みました 特に印象
に残っていることは､生徒の理数離れ ･数学嫌いの現象を大変嘆いておられたことです.,先生はこの
日のために､わざわざ資料を神肺してくださっていましたo｢2008年度日本数学会出版'Arを受I澱し
た北野武氏はテレビメディアを通じ､教学の魅力や美しきを娯楽性を嫌ね備えた形でわかりやすく伝
え､教学の普及に貢献しているD｣ (このような人を綿肺に招いて綿演をしてもらってはどうかO)
r数学は分からない学問という人には戟同が媒まリ､教学はおもしろいというと変人にみられるとい
う雰関銭があるが､今年 1月のウォール ･ストリー ト･ジャーナル誌によると200の職業を､職場
村境､収入､将来性､体力の必要度､ス トレスの観点から比岐すると､もっとも良い職策は数学者で
ある｡｣(もっと至るところでピーアールしてはどうか｡)r科学技術立国として科学全般のレベルを上
げ､そのためにすそ野の広い両度な数学のレベルを維持することが必要である｡j等々大変鮒L､に語ら
れました｡まるで学生時代に戻ったような心構えで､T廿は 入りました｡示唆に'E詰んだ多くの話をお伺
いすることができましたQ鎌食駅の改札口前でお別れ したのですが､ホームに上がる手前で振り向い
たとき､坂田先生はその場にまだおられ､大きく手を振って下さいましたO教育の),Tzf1..点をいつまでも
忘れないようにと教えていただいているようで､つい目頭が熱くなってしまいました｡
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